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刀根康尚の一次文献、二次文献、
作品リスト

馬場省吾

研究・制作ノート

1.　はじめに

　本研究ノートでは，音楽家・刀根康尚（とね　やすなお，1935-）の1960

年～ 2015年までの一次文献，二次文献，作品の一覧リストを提示する。

本稿に記載されているリストは全て，筆者が執筆した修士論文『刀根康尚

の音楽活動について──1960年代からの音楽観の形成と発展の解釈およ

び位置付け──』のための研究過程で作成された。

　刀根康尚は1960年～ 1961年に集団即興演奏を行い音楽活動を開始し，

その後，1972年に渡米し，以来アメリカ在住の音楽家である。刀根の音

楽活動については，これまでの批評および研究では，美術家グループ「ハ

イレッド・センター」1）との関わりなど前衛美術の文脈，あるいはアメリ

カにおいてデジタル・サウンドを用いたライブ・パフォーマンス，CD作

品の発表について，グリッチやノイズ・ミュージックの先駆者として語ら

れることが多かった。しかしその活動の全貌についての記録はいまだ作成

されたことがなく2），通史的に刀根の音楽活動を研究することが難しい状

態であった。また，刀根は1960年～ 72年にかけて数々の雑誌で批評を執

筆しているが，それらの量と内容についてはまとまった情報はなかった。

　そのため筆者は自身の研究の開始時より，一次文献と二次文献に分けて，

調査とリスト化の作業を行った。一次文献は，刀根が執筆した文章，参加

している座談会，刀根へのインタビューを含む。二次文献は，他者による
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ライブ／展覧会／ CDのレビュー，批評，研究を含む。また，それらに記

載された情報をもとに，刀根が制作した作品を時系列でリスト化した。以

下ではそれらを「一次文献リスト」，「二次文献リスト」，「作品リスト」と

呼称する。

　筆者が作成したこれら3つのリストは，筆者の研究のためのみならず，

刀根や刀根に関連した事柄を対象とする今後の研究のために，研究ノート

として公表することとした。

2.　情報収集とリスト作成の方法

「一次文献リスト」は，刀根の主著『現代芸術の位相　芸術は思想たりう

るか』（刀根1970a，以下，『現代芸術の位相』と記述）に記載された情報と，

CiNii，国会図書館OPAC，WorldCat，美術図書館横断検索，またGoogleで「刀

根康尚」および「Yasunao Tone」を検索し，刀根が執筆した先の書籍と雑

誌の名称や号数，リリースしたCDの情報を整理した。ただし，『現代芸術

の位相』に記された雑誌の情報が前述のデータベースで全ては検索できな

いし，そもそも『現代芸術の位相』には，刀根が記述した文章が網羅して

収録されていないことがわかった。そのため，『現代芸術の位相』に収録

され，また本人が「記述している」と発言した雑誌である『音楽芸術』，『音

楽の友』，『現代芸術』，『写真映像』，『デザイン』，『デザイン批評』，『美術

手帖』，『SAC Journal』，『SD』については，1960年から1972年までの目次を，

目視で確認して刀根の執筆記事があるかを調査した。ただし，国会図書館

に全ての蔵書が無い『マイウェイ』は，全ては確認できていない。『日本

読書新聞』については，マイクロフィルムによる蔵書が膨大すぎたため，『現

代芸術の位相』に掲載されているもののみを調査した。『SAC Journal』に

ついては慶応義塾大学アート・センターのみが全巻を所蔵しているため，

同センターにて調査を行った。また公演パンフレットやポスターに書かれ

た文章も，上記データベースで検索にヒットしたものは可能な限り収集し

た。英語文献についてはCiNii，WorldCat，Googleでの検索でヒットしたも

のは全て収集しているが，それ以外に文献が存在するかどうかは今のとこ

ろわからない。つまりこのリストは，必ずしも網羅的なものではない。
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「二次文献リスト」は，前述したCiNii等で検索した情報と，Errant Bodies 

Press 2007に記載された情報をもとに，入手できるかぎりの雑誌・書籍の

内容を調べ，刀根への言及の有無を調査した。また，刀根康尚氏本人にも

メールで連絡を取り，情報を教示頂いた。二次文献については，データベ

ースでは内容の検索まで行えないため，Errant Bodies Press 2007に記載され

ている文献以外は，筆者が見つけた限りであり，網羅的ではないことを断

っておく。

「作品リスト」は，藤井2001と川崎2006にまとめられたリストをベース

に作成された。ただしそれらは2000年までの作品リストがほとんどであり，

また，藤井2001は作品タイトルが全て英語表記で記載されていたため，

日本語表記の作品タイトルが不明なものも多かった。そのため，それらと

「一次文献リスト」，「二次文献リスト」に記載された情報を照らし合わせ

ながら，主に2001年以降の作品と，日本語表記の作品タイトルの追加を

行った。

3.　一次文献リスト

　以下に，「一次文献リスト」を掲載する。

「一次文献リスト」では，「単著」と，「共著，座談会，インタビュー」に

分け，それぞれ和文・英文に分けている。尚，「共著，座談会，インタビ

ュー」は利便性を重視し，共著者順ではなく，時系列で並べている。

3.1.　単著

［和文］

刀根康尚1960「オートマティズムとしての即興音楽について」『20世紀舞踊』，5号：

15-16，20世紀舞踊の会。（再掲：“On Improvised Music as Automatism.” post, 

Web. http://post.at.moma.org/sources/3/publications/73. Accessed 2 Dec. 2015.）

---. 1961「反音楽の方へ」『グループ-音楽1』［パンフレット］，2-3，草月アート

センター。

---. 1963「N・ディレクション様　あるいはスイートとはなにか」『Sweet16』［パ

ンフレット］，5，草月アートセンター。
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---. 1963「New Direction　第2回演奏会，又は図形楽譜への反省」『音楽芸術』，21

巻9号：54-55，音楽之友社。

---. 1963「New Direction　第3回演奏会」『音楽芸術』，21巻12号：56-57，音楽之

友社。

---. 1963「CRAPPING PIECE」『形象』，8号：27，形象社。

---. 1964「New Direction　第四回演奏会　ニュー・ディレクションは可能か」『音

楽芸術』，22巻2号：54-55，音楽之友社。

---. 1964「J・ケージとニュー・ディレクション──現代音楽をめぐる状況──」

『SAC Journal』，35号：頁無記載，草月アートセンター。

---. 1964「刀根康尚賞」『音楽芸術』，22巻10号：4，音楽之友社。

---. 1964「ハイ・グループあるいは幻影の時代のグループ」『新婦人』，12月増刊号：

103-104，文化実業社。（再掲：2014『高松次郎を読む』，真武真喜子，神山

亮子，他編，41-45，水声社。）

---. 1965「ジョン・ケージのこと」『現代美術』，1号：50-51，サン・プロダクシ

ョン。

---. 1965「現象としての絵画　ジャスパー・ジョーンズをめぐって，画家である

僕の友人たちに」『現代美術』，6号：64-77，サン・プロダクション。

---. 1965「Making of fluxus」『現代美術』，7号：58-60，サン・プロダクション。

---. 1966「絵画のイメージへの復帰　『今日の自画像』展」『現代美術』，9号：49-

51，サン・プロダクション。

---. 1967「五線譜からの脱出」『芸術生活』，1967年5月号：154-157，芸術生活社。

---. 1967「芸術の地殻変動──EXPOからヒッピーまで」『美術手帖』，1967年11

月号：98-109，美術出版社。

---. 1968「エレクトロニック時代の芸術　コンピューター・アート　芸術とテク

ノロジーとの新しい結合」『美術手帖』，1968年1月号：90-91，美術出版社。

---. 1968「アメリカン・ドリームの墓碑銘　〈マリリン・モンロー頌〉展によせて」

『美術手帖』，1968年3月号：142-145，美術出版社。（再掲：「アメリカン・

ドリームの墓碑銘＝ポップ・アート断章」刀根1970a，150-156。）

---. 1968「『変わった？何が？』シンポジウム『何かいってくれ，いま，さがす』

にみる新しいコミュニケーションへの試み」『美術手帖』，1968年6月号：20-

21，美術出版社。
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---. 1968「環境芸術への志向　ハプニングからインター・メディアへ」『映画評論』，

6月号：80-83，新映画。（再掲：刀根1970a，111-118。）

---. 1968「大衆と芸術の接点」『美術手帖』，1968年12月号：32-33，美術出版社。

---. 1969「インターメディア・アート・フェスティバル　ステートメント」『イ

ンターメディア・アート・フェスティバル』［ポスター］，草月アートセンタ

ー。

---. 1969「平均化望まれる自動車デザイン」『マイウェイ』，1969年1月号：292-

293，学習研究社。（再掲：「自動車デザインの平均化は欠点ではない」刀根

1970a，204-208。）

---. 1969「芸術の環境化とは何か──アンディ・ワーホールが開示した領域」『デ

ザイン批評』，8号：26-32，風土社。（再掲：「芸術の環境化とは何か」刀根

1970a，79-91。）

---. 1969「パリ・モードの象徴的衰退」『マイウェイ』，2月号：320-321，学習研

究社。

---. 1969「美学的前衛と環境的意識 二つのインターメディアフェスティバル」『日

本読書新聞』，1969年2月24日。（再掲：刀根1970a，238-242。）

---. 1969「エクスパンデッド・シネマ入門」『美術手帖』，1969年4月号：152-153，

美術出版社。

---. 1969「近代の崩壊」『SD』，56号：107-113，鹿島研究所出版会。（再掲：「非

芸術化する芸術=芸術における近代の崩壊」刀根1970a，13-29。）

---. 1969「ケージと日本の水車」『SD』，57号：115-119，鹿島研究所出版会。（再

掲：「不確定性音楽からハプニングへ＝ジョン・ケージ論」刀根1970a，92-

110。）

---. 1969「グラフィックデザインは可能か」『デザイン』，124号：37-40，美術出

版社。（再掲：「グラフィック・コミュニケーションを可能にするものとは何

か──ポスター論」刀根1970a，131-142。）

---. 1969「デザインの蘇生のためにデザインの思想的解体を！！」『デザイン』，

128号：14-25，美術出版社。（再掲：「モダン・デザインの解体」刀根1970a，

162-183。）

---. 1970a『現代芸術の位相──芸術は思想たりうるか』，田畑書店。

---. 1970「序にかえて」刀根1970a，1-6。
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---. 1970「ポスター・ブームを斬る」刀根1970a，201-204。

---. 1970「『千円札裁判』と印刷の幻想性」刀根1970a，208-211。

---. 1970「青山デザイン専門学校の"造反"」刀根1970a，212-215。

---. 1970「あとがき」刀根1970a，253-257。

---. 1970「内なる芸術の価値基盤正せ」『美術手帖』，1970年1月号：142-143，美

術出版社。

---. 1970「インテリア　ステーション'70」『デザイン』，130号：87，美術出版社。（再

掲：刀根1970a，216-219。）

---. 1970「インテリア　伝統と前衛」『デザイン』，131号：86-87，美術出版社。（再

掲：刀根1970a，219-223。）

---. 1970「身体・知覚・表現　制度としての芸術と〈仕草〉としての芸術」『フ

ィルム』，5号：124-129，フィルムアート社。（再掲：「制度としての芸術と〈仕

草〉としての芸術＝表現を廃棄しうるか」刀根1970a，30-46。）

---. 1970「『沈黙』の真の意味を解明　書評　滝口修造『画家の沈黙の部分』」『美

術手帖』，1970年3月号：200-201，美術出版社。（再掲：「表現への反省──『表

現』と『沈黙』について」刀根1970a，71-76。）

---. 1970「恣意的な表現　いまや制度としてのみ存在する記号的実在と化した現

代音楽」『日本読書新聞』，1970年4月13日。（再掲：「音楽をいかに問うか」

刀根1970a，224-227。）

---. 1970「木村恒久── “イメージ公害”にたち向かう」『美術手帖』，1970年4月号：

56-61，美術出版社。（再掲：「木村恒久論──グラフィックデザインにおけ

る〈身振り〉と〈記号〉について」刀根1970a，142-150。）

---. 1970「音楽と言語──記述された音楽と演奏された絵画との間」『デザイン

批評』，11号：60-68，風土社。（再掲：「イヴェント＝記述された音楽と演奏

された絵画との間」刀根1970a，47-64。）

---. 1970「全領域を包む作品　近代的音楽観を超えて」『日本読書新聞』，1970年

5月18日。（再掲：「『君が代』とは何か」刀根1970a，228-231。）

---. 1970「もうひとつの〈本〉について──〈本〉を〈読むという制度〉への問

いかけ」『SD』，67号：90-91，鹿島研究所出版会。（再掲：刀根1970a，156-

161。）

---. 1970「EXPO'70ペプシ館」『デザイン』，133号：34，美術出版社。
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---. 1970「〈写真を見る〉ことについて」『写真映像』，5号：88-90，写真評論社。（再

掲：「表現への反省──〈写真を見る〉ことについて」刀根1970a，64-71。）

---. 1970「邦千谷──日常的な，あまりに日常的な」『美術手帖』，1970年6月号：

90-93，美術出版社。（再掲「ハプニングとしての舞踊──邦千谷の舞踊につ

いて」刀根1970a，118-124。）

---. 1970「写真を問いなおす志向」『SD』，68号：114，鹿島研究所出版会。

---. 1970「タージ・マハル旅客団と永久音楽」『映画評論』，1970年6月号：79-81，

新映画。（再掲「演奏におけるハプニング──タージ・マハル旅行団と永久

音楽」刀根1970a，124-127。）

---. 1970「環境の共同性領域　ニューロックにみる演奏行為」『日本読書新聞』，

1970年7月6日。（再掲：「ニューロックを考える」刀根1970a，231-235。）

---. 1970「デザイン・アスペクト　展覧会　第10回東京ビエンナーレ」『デザイン』，

135号：17，美術出版社。

---. 1970「想像力のなかに　虚構化された時間の体験」『日本読書新聞』，1970年

8月10日。（再掲：「映画音楽について」刀根1970a，235-237。）

---. 1970「何故赤瀬川原平か？」『SD』，70号：44-46，鹿島研究所出版会。（再掲：

刀根1970a，243-251。）

---. 1970「グラフィズムへの視点──デザインという〈被覆（サーフェイス）〉

について」『デザイン』，137号：21-28，美術出版社。（再掲：「グラフィズム

の視角──相互主観性としてのデザイン」刀根1970a，184-198。）

---. 1970「言葉をオブジェに蘇生　赤瀬川原平『オブジェを持った無産者』」『美

術手帖』，1970年9月号：178-179，美術出版社。

---. 1970「デザイン・アスペクト　書評　風刺の芸術」『デザイン』，139号：13，

美術出版社。

---. 1970「ABAB」『デザイン』，140号：21-28，美術出版社。

---. 1971「小杉武久　タージ・マハル旅行団」『美術手帖』，1971年1月号：66-67，

美術出版社。

---. 1971「芸術と環境に関するコラージュ」『SD』，75号：43-46，鹿島研究所出

版会。

---. 1971「現代音楽の中の即興演奏」『音楽の友』，29巻2号：114-117，音楽之友社。

---. 1971「遊戯としての写真──J.H.Lartigue『Diary of a century』」『写真映像』，9号：
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195-197，写真評論社。

---. 1971「やはり一面的なシンボル論　書評　S・K・ランガー『感情と形式』」『美

術手帖』，1971年7月号：194-195，美術出版社。

---. 1971「福岡相互銀行東京支店ファサード」『デザイン』，149号：123，美術出

版社。

---. 1971「アウラ──芸術の外傷体験」『美術手帖』，1971年9月号：56-63，美術

出版社。

---. 1971「百花斉放・六〇年代初期」『美術手帖』，1971年10月号：47-74，美術

出版社。

---. 1971「デザインの前形態（フォア・ゲシュタルト）」『デザイン』，151号：17-

18，美術出版社。

---. 1972「相補的美術論　K.クラーク《ザ・ヌード》」『SD』，88号：110，鹿島研

究所出版会。

---. 1972「遊戯的な空間──時間のない場所への旅行（子供と遊びと遊びの場を

考える‒2‒）」『SD』，90号：86-90，鹿島研究所出版会。

---. 1979「タイム・トラヴェル・イン・ジャパン」『美術手帖』，1979年4月号：

10-11，美術出版社。

---. 1981「風倉匠論　風を喰って走る風船」『機關』，12号：43-51，海鳥社。

---. 1981「スチュアート・シャーマンのパフォーマンス」『イメージフォーラム』，

10号：19-22，ダゲレオ出版。

---. 1986「ニューヨークの実験音楽」『すばる』，8巻1号：164-173，集英社。

---. 1986「芸術の助成金とは，芸術および観衆の立場から提言されるべき問題で

ある」『イメージフォーラム』，71号：8-13，ダゲレオ出版。

---. 1995「千円札裁判について」『赤瀬川原平の冒険　脳内リゾート開発大作戦』

［カタログ］，名古屋市美術館編，110，「赤瀬川原平の冒険」実行委員会。

---. 2001「非方法としてのサウンド・アート」『方法』12号，「方法」，ウェブ。

http://aloalo.co.jp/nakazawa/houhou/haisinsi/20011231hh012.html（最終閲覧日：

2015年11月24日。）

---. 2001「〈Molecular Music〉（1982-85）」『音楽の実験　アメリカと日本』［パン
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ン・ケージとレコード」，柿沼敏江訳，『Inter Communication』，35号：116-

125，NTT出版。）

---. 2004 “Imperfection Theorem of Silence.” In A Call for Silence, ed. Nicolas Collins, 20. 

sonic arts network. Rpt. in A Call For Silence. Nicolas Collins, Web. http://www.

nicolascollins.com/acallforsilencetracks.htm. Accessed 2 Dec. 2015.

---. 2007 “The origin of the “Wounded man’yo-shu” pieces.” In The Cambridge Companion to 

Electronic Music, eds. Nick Collins, and Julio d’Escriván, 73-74. Cambridge University 
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130号：21-36，美術出版社。
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石子順造 1971「〈場〉の変質をめぐって」『美術手帖』1971年12月号：57-63，美

術出版社。

市川雅 1972「ハプニングの呪力に託す」『美術手帖』，1972年8-9月号：18-19，

美術出版社。

一柳慧 2002「創造活動の拠点として」『輝け60年代 草月アートセンターの全記録』，



118 研究・制作ノート
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1962年3月16日，夕刊。
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の触媒」『STUDIO VOICE』，302号：40-41，INFASパブリケーションズ。
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中川克志 2011「音楽家クリスチャン・マークレイ試論──ケージとの距離」『文

学・芸術・文化』，近畿大学文学部編，22巻2号：107-130，近畿大学。

---. 2013「はじめての現代音楽　刀根康尚 《Solo for Wounded CD》（1997）」『春秋』
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『音楽芸術』，21巻8号：38-47，音楽之友社。

畠中実 2002「サウンド・アートの新しい展開　世代を超えて交錯する，『音』を

めぐるアート」『美術手帖』，2002年6月号：105-111，美術出版社。

羽永光利 1967「ゲリラ作家の鉱脈をさぐる」『美術手帖』，1967年11月号：110-

117，美術出版社。

平田実 2005『超芸術　前衛芸術家たちの足跡1963-1969』，86-89, 141，光陽メデ

ィア。

藤井昭子編 2001『yasunao tone』愛知芸術文化センター企画事業実行委員会。

藤本由紀夫 2001「魅惑の実験音楽を再現」『中日新聞』，2001年1月13日，夕刊。

水野修孝 2002「ジョン・ケージがやってることは珍しくもなんともない」『輝け

60年代 草月アートセンターの全記録』，「草月アートセンターの記録」刊行

委員会編，162-163，フィルムアート社。

山田諭，光田由里 2013『ハイレッド・センター：「直接行動の軌跡」』［カタログ］，

202, 204-221，「ハイレッド・センター」展実行委員会。

山本淳夫 1998「『音の実験』と草月アートセンター」『草月とその時代 1945-

1970』［カタログ］，芦屋市立美術博物館，千葉市美術館編，246-249，草月

とその時代展実行委員会。

吉岡康弘 1966「あるエネルギー “音無しのかまえ”の演奏会」『宝石』，1966年9月

号：63-68，光文社。

ヨシダ・ヨシエ 1971「戦後前衛所縁の荒事十八番《VANコミューン》の夢」『美
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表会より」『インテリア JAPAN INTERIOR DESIGN』，47号：9，ビスタ。
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年 作品タイトル

1 1960 オートマティズム 　※「グルー
プ・音楽」の作品

2 1960
オブジェ ※　「グループ・音楽」
の作品。「これがオブジェだ」，

の表記あり

3 1961 メタプラズム九―一五 9-15　
※「グループ・音楽」の作品

4 1961
磁性テープによるピアノ的音響　イ

1

5 1961
磁性テープによるピアノ的音響　ロ

2
5

6 1961 磁性テープによるピアノ的音響　ハ
3

7 1962

8 1962

9 1962
足踏みオルガンのための音楽

※
の表記あり

10 1962 弦楽器のためのアナグラム

11 1962 ミュジックコンクレートのためのアナグラム

12 1962

13 1962 磁気テープによる器楽的音響ドアー

14 1962

15 1962

16 1962

17 1962 テープレコーダー

18 1962

19 1962
あらゆる絵画のための音楽

　※

の表記あり

20 1962

21 1962 ピアノのための地形学

22 1962 ※映画「いろ」（監督：飯村隆彦）の音楽

23 1963 ※明治製菓「カルミン」テレビ の音楽

24 1963 サムシング・ハプンド

25 1963

年 作品タイトル

26 1963 君が代 　※「十一
の君が代」の表記あり

27 1963 クラッピング・ピース

28 1963 スムース・イベント

29 1963 DADA'62※ の表
記あり，飯村隆彦との共作

30 1963 2

31 1963

32 1963

33 1963

34 1963

35 1963

36 1963

37 1963

38 1963 ※映画「ONAN」（監督：飯村隆彦）の
音楽

39 1964

40 1964

41 1964

42 1964 2880 120"

43 1965

44 1965 の禁止

45 1966

46 1966 2

47 1966 シアターピース

48 1966

49 1966

50 1967 ※映画「ホッ
プスコッチ」（監督：金坂健二）の音楽

51 1967 ※映画「銀
河系」（監督：足立正生）の音楽

52 1968 金幣猿嶋群

53 1968

54 1969 テレビは目で噛むチューインガムである

55 1972
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年 作品タイトル

56 1973

57 1973

58 1974 Ψ

59 1974

60 1975 50

61 1975

62 1975

63 1975

64 1976

65 1977

66 1978

67 1978 シナの動物

68 1979 地理と音楽

69 1979

70 1980

71 1982 モレキュラー・ミュージック

72 1983 2

73 1983

74 1984

75 1985

76 1985

77 1986

78 1986

79 1986 2台の CDプレイヤーのための音楽
2

80 1987

81 1988 フルートのためのリリクトロン

82 1989 3

83 1990

84 1990

85 1990 ミュージック・アンド・ゼン

86 1990 パラメディア・ミュージック

年 作品タイトル

87 1991

88 1992

89 1995 　※ バージョ
ン

90 1995

91 1995 3

92 1997 　※ CDリリース

93 1998

94 1998 　※原
作者：

95 1999

96 2000 　※原作者：

97 2000

98 2000 1

99 2000 2
5

100 2001 36~37 1065010

101 2001

102 2001 寄生／ノイズ

103 2003

104 2004 ※ との共作

105 2004

106 2005

107 2005 ※
との共作

108 2007 495 63

109 2007

110 2007

111 2011

112 2011 3

113 2013 ※
との共作

114 2012 3 ※大友良英，
との共作

115 2015 ※
との共作

表 1刀根康尚作品一覧



124 研究・制作ノート

5.　作品リスト

　表1に，刀根の作品一覧のリストを掲載する。

「No」は，年代順に並べた際に筆者が付与した作品番号である。「作品タ

イトル」の英語表記は，藤井2001に従った。一次文献において日本語が

記述されている場合は併記した。一次文献（本人の著述・発言）において

作品タイトルが複数ある場合は，「※」印の後に複数記載した。また，本

人による正式タイトルが決まっていない場合や，原作者が別である場合も，

「※」印の後に追加情報を記載した。（表1：刀根康尚作品一覧）

6.　まとめ

　本研究ノートに掲載した文献のリストは日本語のものが中心となった。

英語圏の文献はある程度収集できたものの，まだ不足が多数ある。また日

本語の文献についても，データベースに記載されていない雑誌については

調査に限界があり，全てを網羅できていない。また，刀根が出演している

イベント，テレビ，ニュース映画，記録映像については，少し情報を得た

が，不明瞭な情報も多かったので記載を行わなかった。

　それでも，これまで作成されてきた刀根の作品・文献表の中で最も情報

量が多く，精度も高いため，十分に意義があると思われる。これらのリス

トは筆者の刀根康尚の研究において役立てる目的で作成したが，日本の実

験音楽や電子音楽に関連する今後の研究においても有益な情報源となるこ

とを期待したい。

　最後に，調査にあたって情報提供等で御協力を頂いた刀根康尚氏，慶応

義塾大学アート・センターの上崎千氏，愛知県芸術劇場の藤井昭子氏，情

報科学芸術大学院大学の松井茂氏，SETENVの井上亮氏，Jared Davis氏，

Roc Jiménez de Cisneros氏にこの場をお借りして御礼を申し上げます。
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註

1. 1960年代に結成された，赤瀬川原平，高松次郎，中西夏之の3名がが中心の美術家
グループ。刀根は小杉武久とともに，ハイレッド・センターが主催するイベント等
で即興演奏や作品を発表することが多かった。刀根は「顧問」という肩書でハイレ
ッド・センターの名刺を作成され渡されていた。

2. 藤井2001には，かなり網羅されてた2000年までの作品リストが掲載されている（た
だし，英名のみ）。またErrant Bodies 2007には，刀根が参加したイベント，CDに加
えて一次文献，二次文献などの情報も記載されているが，網羅的ではない。

（都市イノベーション学府博士前期課程・建築都市文化専攻）


